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2025 年度 企業向け  

Bio-SPM 技術共同研究課題募集のお知らせ 
―世界最高性能の Bio-SPM 技術を産業界に活かす― 

 
金沢大学ナノ生命科学研究所（WPI-NanoLSI）は、ナノ生命科学の発展を目指し、企

業を対象に、WPI-NanoLSI が持つ独創的なバイオ-走査型プローブ顕微鏡（Bio-SPM、※

1）技術を活用した共同研究課題の募集を開始します。 
Bio-SPM は、ナノスケール（1 ナノメートル＝10 億分の 1 メートル）で生体試料を観

察できる高解像度顕微鏡技術です。これは、主に生体試料（バイオ試料）に特化した技

術で、細胞や分子レベルの詳細な構造を観察することができます。今回の共同研究では、

観察対象をバイオ試料に限らず、有機高分子、固液界面など幅広い範囲を対象とします。 
企業が持つ技術やアイデアと、WPI-NanoLSI の世界最先端の Bio-SPM が融合すること

で、他の計測技術では解明できなかったナノメートルレベルの現象を、動画として捉え

ることができるかもしれません。 
本共同研究では、原子分解能／3D-AFM（FM-AFM）（※2）、高速 AFM、走査型イオン

伝導顕微鏡（SICM）、細胞測定 AFM といった独創的な Bio-SPM 技術を産業界に応用す

ることを目的としています。企業の研究者・技術者と WPI-NanoLSI の研究者が共同で

進める形で実施されます。 
ついては、本共同研究課題募集の積極的な周知と報道にご協力をよろしくお願いしま

す。 
※1 Bio-SPM の種類とその詳細は、以下のリンク先の「各 Bio-SPM 技術の概要」をご

参照下さい。 
https://nanolsi.kanazawa-u.ac.jp/research/applications/bio-spm/ 

※2 AFM とは、Atomic Force Microscope の略で、原子間力顕微鏡のこと。 
 
 
 
 
 

News Release 

【本件に関するお問い合わせ先】  

■金沢大学 ナノ生命科学研究所  国岡 
TEL：076-234-4574  
E-mail：nanolsi_openf01[at]adm.kanazawa-u.ac.jp 
※ [at] を @ に置き換えて下さい。 
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Bio-SPM 技術共同研究課題募集の詳細 

・応募方法：詳細は下記をご覧ください 
https://nanolsi.kanazawa-u.ac.jp/research/applications/bio-spm/ 

※お申込みの際は、WPI-NanoLSI の共同研究者をご指定いただくこともできますし、提

案された研究テーマに相応しい共同研究相手をマッチングさせていただくこともでき

ます。 
・応募期限：令和 7 年 11 月 28 日まで随時受け付け 
・採択件数：若干数 
・選考について：応募課題の選考にあたっては、ご提案内容と WPI-NanoLSI の Bio-SPM
技術との適合性を重視した審査を行い、決定します。なお、応募多数の場合は、お断り

させていただくことがあります。採否を申請者（代表者）に受付から概ね 1 ヵ月後まで

に通知する予定です。 
 

 
【Bio-SPM について】 

WPI-NanoLSI は、80 名を超える研究者と約 60 台の Bio-SPM 装置を擁し、Bio-SPM 技

術の開発、応用研究を進めています。最近では、微小管（マイクロチューブル）の管の

内側の詳細な構造（※1）、脳・神経の信号伝達を担うグルタミン酸受容体分子の動き(※
2)、インフルエンザウィルスのゲノム合成過程（※3）、 天然変性タンパクの動的構造（※

4）、生きた細胞内部（※5）をナノメートルレベルで動画撮影するなど、多くの成果を上

げています。WPI-NanoLSI の Web サイト「Research Highlights」（https://nanolsi.kanazawa-
u.ac.jp/research/research-highlights/）にも多数研究成果を掲載しています。ご覧ください。 
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